
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
厚生委員会 

報告事項説明資料 １ 

地域医療構想に対する 

植木病院の対応 
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地域医療構想に対する植木病院の対応 

人口減少を見据え、「診療実績が少ない」または「診療実績が類似している」と位置づけられた公的・公立病院に
対して、構想区域の医療機関の診療実績や将来の医療需要の動向等を踏まえつつ、当該医療機能の他医療機関への

統合や他の病院との再編統合について、地域医療構想調整会議で協議し合意を得るもの。 

・６つの病院が対象 

 

・植木病院は評価項目すべて 

において該当している 

〇牛深市民病院 ・・・・・・天草の４つの公立病院合計病床数の 30.5％削減決定（109床削減） 

〇熊本地域医療センター・・・病床数の 10.1％削減決定（23床削減） 

〇熊本南病院・小国病院・・・近隣の公的病院と再編検討中 

〇宇城市民病院 ・・・・・・民間譲渡方針を発表 

１． 地域医療構想とは 

２． 熊本県内において 
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天草市立牛深市民病院 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

熊本市医師会熊本地域医療センター ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

国立病院機構熊本南病院 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

小国公立病院 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

国民健康保険　宇城市民病院 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

熊本市立植木病院 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

医療機関施設名

診療実績が特に少ない 類似かつ近接

３． 他対象病院の状況 
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４．植木病院の医療圏 

５．植木病院の医療圏で必要な病床数 

地域医療構想に対する植木病院の対応 

・北区の人口は約１４万５千人である。 

・北区の南部については、より病床数が多い医療機
関が区域内および区域の近くにあり、また市中心

部の公的医療機関も比較的近いことから、植木病
院の医療圏とは言い難い。 

・よって、北区の旧植木町を中心とした北部地域が
植木病院の主たる医療圏と考えられ、 
人口は約３万１千人である。 

・精神及び行動の障がいを除くと約 260 床（『患者調査』における受療率を用いて推計） 
・現時点での医療圏での病床数は約 300 床 

   医療圏で約 40床が過剰な状況となっている。 
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〇循環器系・・・心筋梗塞や脳卒中などは救急での初期診療が特に重要な疾患であり、 

医療圏に取っては不可欠な診療科であるため拡充する。 

〇呼吸器系・・・現在も高齢者に多い肺炎・誤嚥性肺炎を中心に入院実績があり、 

今後も一定の患者数が見込めるため対応を継続していく。 

〇消化器系・・・そもそも患者数が多く一定数の入院患者が見込めるため、公立病院と 

しての役割である救急患者の受入等を重点として対応する。 

〇骨  折・・・高齢者に多い圧迫骨折等に対して保存的治療を行っていく。 

〇政策医療・・・救急診療や新興感染症への対応は引き続き行っていく。 

地域医療構想に対する植木病院の対応 

「熊本・上益城地域医療構想調整会議」へ提出した案 

➀ 植木病院の現在の診療実績     ③ 医療圏で求められる医療需要 

➁ 植木病院の医療圏         ④ 持続可能な経営 

 

➀～④を踏まえ 
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循環器内科 医師　5名

消化器内科

（消化器疾患）

呼吸器内科

（誤嚥性肺炎）

整形外科

（圧迫骨折）

脳神経外科 医師　1名

医師　1名

医師　1名

医師　2名

110床（一般65床、地域包括20床、療養25床）

対　応

循環器内科 医師　4名

消化器内科 医師　3名

呼吸器内科 医師　1名

糖尿病･代謝内科 医師　1名

整形外科 医師　3名

脳神経外科 医師　1名

放射線科 医師　1名

現　　状

141床（一般88床、地域包括14床、療養39床）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域医療構想に対する植木病院の対応 
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地域医療構想に対する植木病院の対応 

〇令和５年２月１８日に開催された「熊本・上益城地域医療構

想調整会議」で上記対応が承認された。 

開催され上記対応が承認された。 
 

〇承認後は令和 7年 4月までに上記診療体制に移行する。 

〇令和５年５月～６月に開催される「熊本県地域医療構想調整

会議」で正式に承認される予定。 
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